
１．学校マネジメントの深化 【観点Ⅳ】

○学校評価の４点セットを学校・家庭・地域の共有アイテムとして最大限活用
・PTA役員会 ・学校運営協議会 ・臼杵中央地区振興協議会 ・区長会 ・地域の関係協力団体

⇒育成すべき資質・能力をもとに目指す子ども像、学校像とエビデンスを明示し、役割を共有

取組実践校：臼杵市立臼杵小学校（児童数２６６名 １３学級）
「育成を目指す資質・能力」をもとにビジョンとエビデンスを地域と共有

「ふれあい・体験・コミュ二ティ」活動の全体組織図

臼杵小学校

運営協議会

中央地区振興協議会

上浦地区区長会

深江地区区長会

連携・協働

PTA 総務部・専門部

ふれあい活動

学び・体験活動

学校支援活動

地域の関係協力団体

具体的な取組①
共有アイテムとしての４点セットの活用

◎各種会議での共有アイテムとして「学校評価の４点
セット」を最大限に活用している。成果として、目指
すゴールと役割が明確になっている。

○ビジョンと
エビデンスの共有

○家庭・地域の役割の明確化
○主語を「家庭は～」、「地域は～」とすることに
よる当事者意識の高まり
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具体的な取組②

PTAの役割の見直しと取組の精選
ⅰ）PTA学級懇談会（9月、12月分をカット）

ⅱ）防災スタンプラリーと
避難訓練の同日開催

ⅲ）読書習慣の確立と家庭
の参画という視点から
読み聞かせ活動（ボラ
ンティア）の実施

年６回
（～R1）

年４回
（R２）

前年比１／３の削減

○各種活動や学級の様子は、紙面にて報告。
授業参観は、別時期にある学校公開日を
積極的に活用

具体的な取組③

活動をＰＴＡから地域に移管
○「防災Dayキャンプ」

PTA父親部会から地域振興協議会
へ主催者を移管し、「地域の行事」
として開催

事例⑫

地域連携担当教員

協育コーディネー
ター（地域学校協働
活動推進員）

「ふれあい・体験・コミュ二ティ」活動

※学校運営協議会設置校


